
開学25周年記念シンポジウム

～地域と共に生きる大学～

2025年2月15日 (土) 13：00～15：45 開場 12 : 30

会場： 埼玉県立大学 北棟 大講義室346

どなたでもご参加いただけます！お気軽にご参加ください
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二

部

第

四

部

第

三

部

県立大のこれまでの取り組みとこれから①

コメンテーター： 埼玉県福祉部地域包括ケア課 課長 今井 隆元氏

越谷市リハビリテーション連絡協議会 / 
リハビリテーション天草病院

東武スカイツリーライン
せんげん台駅よりバス７分

問合わせ先：研究開発センター ☎ 048-973-4383 （平日 9：00～16：00）
✉ research_c@spu.ac.jp

研究開発センターシンポジウム2024

お申込みはQRコード
からお願いします

受付 2月13日(木) まで

共催：埼玉県立大学保健医療福祉科学学会
後援：埼玉県、日本地域包括ケア学会、越谷市リハビリテーション連絡協議会

県立大のこれまでの取り組みとこれから②

理事長 田 中 滋

総
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討
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第
一
部

◆ あいさつ ： 学長 星 文 彦

そ しゃく

13:05~13:30

13:30~14:10

14:10~14:30

14:45~15:25

15:25~15:40

阿部 高家氏

健康開発学科 口腔保健科学専攻
准教授 新 井 恵

ひざ

※後日、大学ホームページにてオンデマンド
配信予定です

共通教育科 准教授 八十島 崇

健康開発学科 健康行動科学専攻
教授 北畠 義典

看護学科 教授 齋藤 恵子

「変わり続ける地域課題に立ち向かう取り組みとは
：2040年に向けて」

「通いの場とフレイル予防」

「健やかな妊娠・出産・子育て期を支える
『産科スタッフのためのやさしい日本語』研修プログラム」

「健康を保つためのストレッチ
―実際に体を動かしてみよう―」

「長寿の秘訣：咀嚼力の判定とその重要性
―ガムを噛んでチェックしてみよう―」

「年を取っても家で暮らし続けるためには」

「変形性膝関節症の痛みと歩容の特徴」

地域連携センター 教授 吉田 俊之

理学療法学科 教授 金村 尚彦


